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 氏 名 白神 新一郎 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本研究は、まず初めに真空圧密工法と盛土載荷を併用した軟弱地盤の基礎的な力学挙動を、
遠心模型実験とパラメトリックスタディを含む数値解析で解明した。次に実現場の数値解析に
より実挙動を説明した。最後に、力学挙動を反映した設計手法を提案した。本研究において得
られた主な結論を以下に示す。 
 
１）真空圧密による地盤への負圧の伝播量はドレーンに近いほど大きい。また、盛土載荷によ
る間隙水圧の増加量はドレーンに近いほど抑制される。 
２）ドレーン 1 本に対して改良面積が大きい条件下では、盛土載荷前に真空圧密の先行期間を
設けるケースと設けないケースで盛土載荷中のドレーン周りの応力分布や剛性の差は次第
に小さくなり、先行期間による盛土載荷時の安定効果が明確に発揮されない。これは先行
期間でドレーン近傍とドレーンから離れた範囲で剛性差が発生し、盛土載荷中に剛性が初
期のままであるドレーンから離れた範囲から、ドレーン近傍に向かって水が流入すること
によるものである。 
３）真空圧密の先行期間による地盤の安定効果を十分に発揮し得るドレーンの打設間隔は、粘
土の圧密係数に応じて異なり、粘土の透水係数に対してドレーンの打設間隔が大きいと地
盤の安定効果が得られない場合がある。よって盛土載荷前に真空圧密の先行期間を設けて
地盤強度の増加を得る必要がある場合、ドレーンの打設間隔は、粘土の圧密係数に応じて
設定する必要がある。 
４）真空圧密の先行期間により地盤強度の増加を得る必要がない場合、真空圧密の先行期間を
設けずに盛土の施工速度を小さくすることが、地盤の安定効果と圧密期間の短縮効果を得
る上で最も効率的である。一方、真空圧密の先行期間を設けると、改良域周辺地盤の変位
を抑制できる。よって設計における真空圧密の先行期間の有無の判断は、盛土載荷時の地
盤の安定と改良域周辺地盤の変位抑制の必要性から行うことが合理的である。 
 
 
以上、本論文は、真空圧密工法と盛土載荷を併用した地盤の力学挙動を明らかにするととも
に設計手法を提案し、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は
博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３０年８月２１日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取
得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
  
 
 
